























































2003 年 7 月に発見され、発掘調査は台南県政府が中
央研究院歴史語言研究所に委託して、2003 年 10 月か






































































ている。さらに 1656 年の海禁令以後の翌年 1657 年
には 47 艘の唐船が長崎に来航したが、このうちの 38
艘は鄭成功の根拠地安海から来たものであったとして











同月 18 日に中国に向けて出航した 2 艘の積荷はほと
んど粗銅と磁器であったこと、そして、同月 20 日か












































































































抑制の度合いは 1656 〜 1684 年までの期間、一様で
あったわけではない（野上 2002a）。あるいは地域や
社会層によっても異なっていた。例えばベトナムでは













































































































































金大考古 48, April 2005, 6-10.　台南出土の肥前磁器：野上建紀・李匡悌・盧泰康・洪曉純
